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3個 (最小距離 7)の誤り訂正可能なRS符号において、誤り位置を求めるための σ1, σ2, σ3を変数

とする連立 1次方程式は 
S3 − S2σ1 + S1σ2 − S0σ3 = 0
S4 − S3σ1 + S2σ2 − S1σ3 = 0
S5 − S4σ1 + S3σ2 − S2σ3 = 0

である。何故だろうか？

ただし、誤り位置多項式をσ(x) = x3+σ1x
2+σ2x+σ3とし、シンドロームをSi (i = 0, 1, 2, 3, 4, 5)

とする。
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